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議案審議決算審査特別委員会

ように使われたか？

　　　　　　職員ストレスチェックについて，
心身の不調を未然に防止するためにも，十分
な改善策を講じるよう要望する。

総務課

　　　　　　スクールバス運行業務につい
て，担当課においても実態を正確に把握され，
適正な委託料の実現に努められたい。

管理課

　　　　　　公営住宅については，住宅に
困窮する住民のために計画的に事業を推進
し，存続させるよう要望する。

建設課

　　　　　　　マルおおさきについては，早
急に明確な方針を示し，住民が施設を利用し
やすくなるような対策に努められたい。

環境政策課

　　　　　　　道の駅くにの松原おおさき総
合案内所について，利用実績の把握と住民
サービス向上に即した運営を要望する。

商工観光課

　　　　　　　大崎町ＳＤＧ s 推進協議会
の実施事業について，住民へも分かりやすく
周知広報を行うよう要望する。

企画政策課

　　　　　　　健康長寿ウォーキング事業
は，より効果的な運営方法の検討や周知方
法等の改善に努められたい。

保健福祉課

　　　　　　　雑木等で隣接農地や公共道
水路に影響を及ぼすことのないよう，関係地
権者に指導を徹底されるよう要望する。

農業委員会

　　　　　　　大崎町史編集について，各
課から資料収集し幅広い視点で研究され，
充実した内容となるよう努められたい。

社会教育課

　　　　　　　水産業振興のさらなる対策
強化と有害鳥獣対策事業については補助金
増額など，効果的な対策を推進されたい。

農林振興課

次年度施策への要望

歳　入

歳　出

　令和５年度一般会計決算における収入済額は，136 億 6,688 万 7,593 円で，予算
現額 141 億 9,259 万 9,000 円に対する収入割合は，96.3％であり，おおかた収入は
確保されており，予算の執行において影響はなかったものと判断される。
　町税は，町財政の根幹をなす重要な財源であり，住民の公平負担の原則から，
安易に時効完成による不納欠損を生じさせないよう，今後も納期内納付の推進と
納税意識の高揚に努められたい。

令和５年度 大崎町一般会計・特別会計 歳入歳出決算
（10 月４日から10 月 25 日までの 22 日間実施）

認
定
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わたしたちの税金はどの

令和５年度一般会計・特別会計の決算状況
項　　目 歳　　入 歳　　出 差　引　額

一　般　会　計 13,666,887,593 13,215,886,798 451,000,795
国民健康保険事業特別会計 1,865,153,625 1,852,463,484 12,690,141
介護保険事業特別会計 1,988,542,935 1,818,385,632 170,157,303
後期高齢者医療特別会計 215,182,600 210,104,950 5,077,650
公共下水道事業特別会計 251,386,822 225,681,997 25,704,825

自主財源
73億8,748万円

（54％）

136億6,689万円136億6,689万円

一般会計
歳　入
一般会計
歳　入

132億1,589万円132億1,589万円

一般会計
歳　出
一般会計
歳　出

地方交付税
29億3,911万円

（22％）

地方譲与税
9,256万円（1％）

国庫支出金
13億6,505万円（10％）

県支出金
11億9,221万円（9％）

町債
3億4,092万円（2％）

その他
3億4,955万円（3％）

町で集めるお金
（町税、ふるさと
納税寄附金など）

一定水準の行政サービス
が受けられるように国が
交付するお金

一定の基準により国
から譲与されるお金

災害の復旧に
議会の運営に

庁舎等の維持管理や
全般的な管理事務費に

病気の予防や衛生
的な生活環境に

農林水産業の振興に

児童や高齢者
などの福祉に

学校教育・社会教育に

借金の
返済に

消防・防災に

道路・公園などの整備に

商工業の振興及び観光に

（歳入、歳出内訳の金額及び合計金額は四捨五入）

特定事業のために国
から交付されるお金

特定事業のために県
から交付されるお金

国や銀行から借りるお金 地方消費税交付金、
地方特例交付金など

議会費 
9,520万円（1％）

総務費
12億8,757万円（10％）

民生費
20億2,653万円（15％）

衛生費
13億551万円（10％）

農林水産業費
10億8,011万円（8％）

商工費
47億9,066万円

（36％）

土木費
6億407万円（5％）

消防費
3億4,294万円（3％）

教育費
8億3,355万円（6％）

災害復旧費
7,962万円（1％）

公債費
7億7,013万円（6％）

※四捨五入により計数は一致しないことがある

（単位：円）
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図
書
室
、
保
健
室
前
廊
下

特
別
教
室
の
雨
漏
り
の
修
繕

質
問 

雨
漏
り
の
程
度
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁 

総
面
積
と
し
て
は
、
一
教

室
程
度
で
あ
る
。

　
日
本
間
エ
ア
コ
ン
、
20
年
以

上
使
用
に
伴
う
経
年
劣
化
に

よ
る
取
り
替
え

　
新
規
就
農
者
の
就
農
促
進

や
定
着
化
を
は
か
り
農
業
技

術
の
習
得
の
た
め
の
事
業

　
　
　

ど
う
い
っ
た
作
物
農
家
の

方
か
。

答
弁 

ピ
ー
マ
ン
生
産
農
家
で
あ
る
。

　
地
方
の
交
通
を
支
え
る
た

め
の
補
助
金

質
問 

令
和
５
年
度
よ
り
増

額
と
な
っ
た
の
か
。

答
弁 

燃
料
や
人
件
費
の
増
大
実

績
に
よ
る
負
担
増
額
分
で
あ
る
。

　

移
転
先
の
候
補
地
と
し
て

本
町
研
修
セ
ン
タ
ー
敷
地
を

考
え
て
い
る
。

要
望 

出
入
り
を
含
め
機
能
的
な

稼
働
に
繋
が
る
設
計
を
求
め
る
。

議
案
取
り
下
げ

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
「
大
崎
中
学
校
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
整
備
と
シ
ャ
ワ
ー
室

設
備
工
事
」
の
議
案
で
あ
っ
た

が
計
画
内
容
に
つ
い
て
委
員
会

で
の
指
摘
を
受
け
審
議
を
取
り

下
げ
ま
し
た
。

大
崎
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
整
備
と

シ
ャ
ワ
ー
室
設
備
工
事
の
予
算
撤
回

　

大
崎
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
整

備
及
び
大
崎
中
学
校
シ
ャ
ワ
ー
室

設
備
工
事
を
計
画
し
て
い
た
が
事

業
計
画
を
精
査
し
た
い
た
め
当
該

予
算
を
撤
回
し
た
い
。

502万6千円

274万8千円

151万4千円

400万円

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
補
正
予
算
審
議

議案可決

住
民
の
交
流
場
所
の
修
繕

中
央
公
民
館
修
繕
費

校
舎
の
雨
漏
り
修
繕

大
崎
小
学
校
管
理
事
業
費

地
方
交
通
・
路
線
バ
ス
運
営
負
担

地
方
公
共
交
通
特
別
対
策
事
業
費

防
災
拠
点
詰
所
移
転
設
計

中
央
分
団
詰
所
新
築
工
事
設
計
業
務
委
託
料

新
規
農
家
育
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

改修予定の廊下天井

老朽化による基板不良で
使用不能状態

コース志布志～鹿屋線（三文字にて）

95万7千円

質
問
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議
案
第
48
号

　

会
計
検
査
院
の
指
摘
に
よ
り
、

一
部
補
助
金
の
返
還
金
が
生
じ
た
。

そ
の
後
、
同
社
が
破
産
し
た
た
め

交
付
金
の
回
収
が
不
能
と
な
っ
た
。

問 

再
発
防
止
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

答 

今
後
、
補
助
事
業
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
、
法
人
の
資
産
、
経

営
状
況
を
更
に
細
か
く
審
査
す

る
。

反
対
討
論
　
　
　
鷲
東
慎
一
議
員

　

本
案
件
は
悪
質
な
部
分
が
多
分

に
あ
る
な
か
で
拙
速
に
破
産
を
承

認
し
た
の
が
問
題
で
、
破
産
法
の

免
責
不
許
可
理
由
に
該
当
す
る
要

件
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
部
分
の
検
証
を
行
っ
た
上

で
、
町
民
が
納
得
す
る
よ
う
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
と
考
え
る
た

め
、
本
件
に
対
し
て
反
対
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
50
号

　

補
助
事
業
に
合
わ
せ
て
大
崎
第

一
中
学
校
跡
地
の
土
地
、
建
物
の

一
部
の
貸
付
を
行
っ
た
が
、
破
産

に
伴
い
回
収
不
能
と
な
っ
た
。

問 
破
産
す
る
ま
で
に
督
促
や
差

し
押
さ
え
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答 

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
完
納
さ

れ
て
お
り
そ
れ
以
後
は
補
助
金
と

同
様
の
対
応
に
な
っ
た
。

反
対
討
論　
　
　

鷲
東
慎
一
議
員

　

こ
れ
ま
で
の
対
策
や
検
証
も
含

め
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
、
対

策
を
と
る
の
か
明
確
で
な
い
こ
と

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
情
報
提
供
、

説
明
責
任
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
時

期
尚
早
と
考
え
る
。賛成

多
数
で
可
決

議
案
第
49
号

　

事
業
の
進
捗
状
況
に
問
題
が
生

じ
た
た
め
、
同
社
に
対
し
て
補
助

金
交
付
の
取
り
消
し
、
返
還
命
令

を
行
っ
た
。
そ
の
後
破
産
し
た
た

め
回
収
が
不
能
と
な
っ
た
。

問 

免
責
不
許
可
に
該
当
す
る
行

為
だ
が
、主
張
し
な
か
っ
た
の
か
。

答 

当
時
、
弁
護
士
と
の
契
約
も
な

く
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職

員
も
い
な
か
っ
た
。

反
対
討
論
　
　
　
中
山
美
幸
議
員

　

今
ま
で
適
切
な
処
理
が
な
さ
れ

て
き
て
い
た
大
崎
町
債
権
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
あ
る
が
、
こ
の
案
件
に

つ
い
て
そ
の
部
分
が
な
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
不
適
切
な

処
置
の
仕
方
と
い
う
こ
と
は
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
中
で
、
こ
の
件
に

つ
い
て
賛
成
す
る
こ
と
自
体
が
お

か
し
い
と
思
う
。賛

成
多
数
で
可
決

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
返
還
金

61
万
５
８
７
円

破
産
者　

有
田
農
産
有
限
会
社

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付

金
返
還
金４

３
８
９
万
２
０
２
２
円

破
産
者　

松
本
商
会
株
式
会
社

普
通
財
産
土
地
貸
付
料
及
び
こ
れ
に

係
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
請
求
権

72
万
６
０
０
０
円

破
産
者　

松
本
商
会
株
式
会
社

　

こ
の
委
員
会
は
大
崎
町
債
権

管
理
条
例
に
お
い
て
、
町
の
債

権
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
議
会
の
議
決
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
か
ら
設

置
し
た
も
の
で
あ
る
。

債
権
放
棄
審
査

特
別
委
員
会

賛否が分かれた12月議会議案議決結果
（〇賛成　●反対　議長（富重幸博）は表決に加わらない。）

議
案
等
の
番
号

件　　　　　
名

賛 否 の 意 思 表 示
議
決
結
果

藤
田
香
澄

草
原
正
和

岡
元
修
一

鷲
東
慎
一

児
玉
孝
德

稲
留
光
晴

神
﨑
文
男

宮
本
昭
一

吉
原
信
雄

中
山
美
幸

中
倉
広
文

富
重
幸
博

議　案
第48号 債権の放棄について 〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇 - 可決
議　案
第49号 債権の放棄について 〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇 - 可決
議　案
第50号 債権の放棄について 〇〇〇●●〇〇〇〇●〇 - 可決
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一  般  質  問一  般  質  問 ７
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

中
なか

　山
やま

　美
み

　幸
ゆき

　議員
・住民への自治体情報の周知について
・農畜産振興について Ｐ12

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・地域の活性化と地域住民の交流促進について

Ｐ11

藤
ふじ

　田
た

　香
か

　澄
すみ

　議員
・有機農業の推進について
・台風通過後の集落内道路清掃に対する支援について Ｐ10

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員
・リサイクルと環境問題の取り組みについて
・基幹産業の課題と今後の支援について Ｐ９

岡
おか

　元
もと

　修
しゅう

　一
いち

　議員
・感震ブレーカー及び防災グッズへの 
  補助制度の提案と効果
・賑わいづくり補助制度の新たな可能性

Ｐ８

稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・年収の壁178万円に引き上げた場合の試算は
・扶養控除縮小について
・会計年度任用職員の再任用回数の制限について

Ｐ７

中
なか

　倉
くら

　広
ひろ

　文
ふみ

　議員
・ 農用地及び農業関連施設の現状と課題について
・不在地主等に係る諸課題について Ｐ13
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問 

年
収
の
壁
を
引
き
上
げ

た
場
合
個
人
町
民
税
額
の
試

算
を
示
せ
。

令
和
６
年
度
ベ
ー
ス
で

２
億
７
５
６
９
万
４
０
０
０
円

答 

町
長　
個
人
町
民
税
は

現
在
の
税
額
４
億
４
９
９
５
万

９
０
０
０
円
か
ら
２
億
７
５
６

９
万
４
０
０
０
円
で
、
約

１
億
７
４
２
６
万
５
０
０
０
円

の
減
収
見
込
み
で
あ
る
。

町
民
税
課
税
人
数
は

問 

課
税
さ
れ
て
い
る
人
は

何
人
か
。

５
３
２
１
人
で
あ
る

答 
税
務
課
長　

納
税
義
務

者
は
５
３
２
１
人
と
な
る
。

高
校
生
世
代
の
扶
養
控
除

削
減
で
の
影
響
額
は

問 

高
校
生
世
代
16
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
扶
養
控
除
削
減

で
影
響
額
は
い
く
ら
か
。

５
１
７
万
５
０
０
０
円

答 

町
長　

扶
養
控
除
が
個

人
町
民
税
で
33
万
か
ら
12
万

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
場
合
の

影
響
が
約
５
１
７
万
５
０
０
０

円
程
度
と
試
算
し
てい
る
。

高
校
生
の
人
数
と
一
人
当

た
り
の
影
響
額
は

問 

高
校
生
の
い
る
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
庭
で
も
高
校
生

が
い
る
世
帯
が
あ
る
。
人
数

年
収
の
壁
１
７
８
万
円
引
き
上
げ
に
よ
る

個
人
町
民
税
減
額
を
示
せ

１
億
７
４
２
６
万
５
０
０
０
円
の
減
額

と
影
響
額
は
ど
う
な
る
か
。

高
校
生
世
代
２
７
６
名

答 

税
務
課
長　

影
響
額

５
１
7
万
５
０
０
０
円
と
試

算
か
ら
一
人
当
た
り
の
影
響

額
１
万
８
０
０
０
円
程
度
と

な
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
は

問 

本
町
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
医
療
費
助
成
は
ど
う
な
る

の
か
。

扶
養
控
除
縮
小
で
の
医
療

費
助
成
へ
の
影
響
は
な
い

答 

町
長　

子
ど
も
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
改

正
を
行
い
、
18
歳
以
下
の
子

ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
課

税
、
非
課
税
世
帯
に
関
わ
ら

ず
現
物
支
給
と
な
る
た
め
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
お
い
て
も

こ
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
が

適
用
さ
れ
る
た
め
、
扶
養
控

除
の
縮
小
は
影
響
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
再
任

用
回
数
の
制
限
は
あ
る
か

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
は
２
０
２
０
年
に
始
ま
っ

た
。
国
の
方
針
は
採
用
に
当

た
っ
て
は
自
治
体
が
実
情
な

ど
に
応
じ
雇
用
継
続
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
町

で
は
再
任
用
回
数
に
制
限
は

あ
る
か
。

再
任
用
の
回
数
制
限
は
設

け
て
い
な
い

答 

総
務
課
長　

毎
年
公
募

を
し
て
、
面
接
試
験
な
ど
を

し
た
上
で
採
用
を
し
て
お
り
、

制
限
は
設
け
て
い
な
い
。

本
町
の
雇
用
形
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
始
ま
っ
て
５
年
経
過
し

て
い
る
。
こ
の
間
の
数
字
を

示
せ
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
増
加

答 
町
長　

本
町
の
雇
用
形

態
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
が　

５
年
間
で
増
え
て
い
る
が

問 

こ
の
５
年
間
で
30
人
増

え
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

職
種
が
多
様
化
し
て
い
る

答 

総
務
課
長　

業
務
の
高

度
化
・
複
雑
化
の
中
で
多
様

な
人
材
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

職員の雇用形態別　正規職員数及び会計年度任用職員数

年度 正規職員 会計年度
任用職員 職員合計 会計年度任用

職員の割合
R2 146（11） 53 199 26.6%
R3 148（11） 65 213 30.5%
R4 148（11） 68 216 31.5%
R5 150（９） 74 224 33.0%
R6 146（４） 83 229 36.2%
※（　）再任用職員数　　　　　　　　　　　（行政データを基に本人作成）

稲
い な

留
ど め

　光
み つ

晴
は る

 議員
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問 

避
難
時
の
無
人
家
屋
で

の
復
電
に
よ
る
通
電
火
災
対

策
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
有

効
性
を
ど
う
捉
え
る
か
。

設
置
効
力
を
認
識
し
て
い
る

答 

町
長　

地
震
発
生
時
に

自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
し
電
気
を
遮
断
す
る
装
置

で
、
電
気
火
災
対
策
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
。

補
助
対
象
に
は
で
き
な
い
か

問 

国
も
推
奨
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
の
自
治
体
に
習

い「
住
民
の
命
と
財
産
を
守

る
」
た
め
の
補
助
事
業
と
し

て
本
町
で
導
入
で
き
な
い
か
。

調
査
研
究
し
て
検
討
す
る

答 
町
長　

ま
ず
は
、
町
民

に
対
し
て
、
有
効
性
や
設
置

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
む
。

被
災
回
避
グ
ッ
ズ
を
補
助

対
象
に
で
き
な
い
か

問 

自
助
の
観
点
か
ら
地
震

の
負
傷
者
に
な
ら
な
い
た
め

に「
つ
っ
ぱ
り
棒
」や「
家
具

地
震
時
の
電
気
遮
断
用

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
効
果
は

電
気
火
災
防
止
の
有
効
手
段
で
あ
る

転
倒
防
止
板
」な
ど
の
活
用
、

さ
ら
に「
Ｌ
型
金
具
」
と
の

併
用
が
有
効
と
思
わ
れ
る
が

補
助
に
つ
い
て
考
慮
で
き
な

い
か
。

整
備
は
自
主
対
応
を
求
め
る

答 

町
長　

災
害
時
の
各
家

庭
の
家
族
構
成
や
生
活
環
境

に
よ
り
防
災
対
策
は
異
な
っ

て
く
る
。

　

引
き
続
き
防
災
訓
練
や
講

演
会
な
ど
で
防
災
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

賑
わ
い
づ
く
り
の
補
助
金

拡
充
の
意
図
は

問 

今
年
度
、
補
助
金
額
、
対

象
団
体
が
拡
大
さ
れ
た
が
、

そ
の
狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

自
主
的
な
担
い
手
の
掘
り

起
こ
し
が
目
的
で
あ
る

答 

町
長　

従
来
の
補
助
対

象
団
体
以
外
に
も
、
潜
在
的

に
地
域
の
賑
わ
い
創
出
や
課

題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
る
方
々
が
い
る
こ
と
を

認
識
し
、
任
意
団
体
の
追
加

及
び
補
助
金
額
の
引
き
上
げ

を
行
っ
た
。

実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

問 

今
回
申
請
さ
れ
た
事
業

数
や
効
果
は
ど
う
か
。

予
算
枠
い
っ
ぱ
い
の
６
件

の
申
請
で
あ
る

答 
企
画
政
策
課
長　

事
業

効
果
は
、
集
客
や
交
流
の
場

の
創
出
、
経
済
効
果
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
、

本
町
の
Ｐ
Ｒ
、
耕
作
放
棄
地

の
活
用
に
つ
な
が
っ
た
。

褒
賞
制
を
考
え
ら
れ
な
い
か

問 

地
域
へ
の
貢
献
度
や
将

来
性
を
精
査
し
、
優
秀
な
活

動
を
表
彰
し
て
は
ど
う
か
。

表
彰
や
そ
の
他
の
手
法
も

含
め
調
査
す
る

答 

町
長　
ま
ず
は
、
周
囲
の

反
響
や
団
体
で
の
達
成
感
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
持

続
性
へ
の
つ
な
が
り
に
な
る

と
思
え
る
の
で
考
え
て
い
く
。

意
見
交
換
の
場
を
設
け
ら
れ
な
い
か

問 

申
請
者
間
の
学
習
会
は
、

後
の
活
動
、
さ
ら
に
は
本
町

の
発
展
に
役
立
つ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

意
義
の
あ
る
提
案
で
あ
る

答 

町
長　

課
題
点
の
共
有

や
事
業
の
持
続
性
へ
の
共
学

の
場
と
な
り
得
る
。
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
調
査
し
て
い
く
。

なこよっかひっとべ会（横内）

経済産業省資料より転用

岡
お か

元
も と

　修
しゅう

一
い ち

 議員
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問 

資
源
ご
み
の
売
却
益
は

年
間
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
り
、
ま

た
、
地
域
応
援
商
品
券
・
リ

サ
イ
ク
ル
あ
り
が
と
う
商
品

券
事
業
費
の
総
額
と
売
却
益

か
ら
の
充
当
額
を
示
せ
。

資
源
ご
み
売
却
益
か
ら
で

は
な
い

答 

町
長　
売
却
益
は
令
和
５

年
度
実
績
で
年
間
９
２
９
万

６
５
７
４
円
で
あ
る
。
商
品
券

事
業
費
の
総
額
は
１
億
２
６

４
５
万
９
４
４
１
円
で
売
却

益
か
ら
の
充
当
額
は
０
円
。

海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理
は

問 
海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理

方
法
と
毎
年
の
費
用
を
示
せ
。

ま
た
、
移
動
型
焼
却
炉
の
導

入
は
で
き
な
い
か
。

海
岸
で
焼
却
処
分
し
て
い
た

答 

町
長　
９
８
０
万
円
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

清
掃
委
託
し
て
い
る
。
流
木

は
海
岸
で
焼
却
し
て
い
た
が
、

今
後
は
適
切
な
処
分
場
へ
の

搬
出
や
脱
炭
素
施
設
の
利
活

用
も
検
討
す
る
。

環
境
政
策
課
長　
ボ
イ
ラ
ー

等
の
助
燃
材
、
固
形
燃
料
と

し
て
の
利
用
も
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
塩
分
を
含
む
漂
着

物
に
関
し
て
の
環
境
へ
の
配

慮
等
の
実
証
を
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

ご
み
袋
の
無
償
化
を

問 

環
境
拠
点
整
備
事
業
の

事
前
着
工
分
の
支
払
い
に
あ

て
た
衛
生
自
治
会
の
特
別
会

計
の
収
入
源
は
何
か
。
ご
み

袋
の
無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

衛
生
自
治
会
の
運
営
費
は
委

託
料
か
補
助
金
と
し
て
の
支

出
の
考
え
は
な
い
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く

答 

環
境
政
策
課
長　

衛
生

自
治
会
の
特
別
会
計
の
収
入

の
主
な
も
の
は
ご
み
袋
の
売

却
益
で
あ
る
。

町
長　
ご
み
袋
の
無
償
化
は

衛
生
自
治
会
と
協
議
の
上
、

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

衛
生
自
治
会
に
つ
い
て
は
補

助
や
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。

費
用
対
効
果
は

問 

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
３
か
所
設
置

さ
れ
た
が
利
用
状
況
と
事
業

費
を
示
せ
。

利
用
促
進
に
努
め
る

答 

環
境
政
策
課
長　

令
和

６
年
11
月
か
ら
令
和
７
年
３

月
ま
で
で
３
２
０
万
５
０
０
０

円
を
予
算
計
上
し
た
。

　

11
月
の
利
用
状
況
は
平
均

で
平
日
７
名
、
土
曜
日
８
名
、

日
曜
日
11
名
で
あ
る
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
を

問 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
を
増

や
し
、
管
理
を
少
子
化
や
人

口
減
で
活
動
費
に
苦
慮
し
て

い
る
団
体
や
組
織
等
に
委
託

し
、
活
動
費
の
支
援
も
含
め

た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

増
設
せ
ず
業
務
内
容
を
検
討

答 

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ

増
設
は
検
討
し
て
い
な
い
。

環
境
政
策
課
長　
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
業
務
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

基
幹
産
業
の
現
状
と
課
題

問 

本
町
の
基
幹
産
業
は
何
で

あ
る
か
。
ま
た
、
基
幹
産
業

の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
く
か
示
せ
。

国・県
の
状
況
を
み
て
検
討

答 

町
長　

本
町
は
農
業
の

町
と
し
て
畜
産
、
露
地
野
菜
、

ハ
ウ
ス
栽
培
の
熱
帯
果
樹
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
分
野
資

材
高
騰
、
配
合
飼
料
高
騰
等

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
国
・
県
の
状

況
や
先
進
事
例
を
見
な
が
ら

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
専
門
職
員
を
配
置
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
が
な
い
と

成
り
立
た
な
い
町
な
の
か

と
く
に
日
本
一
に
な
ら
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
は
な
い

無償化を求めるゴミ袋

設置された資源ゴミステーション
（三文字地区）

草
く さ

原
は ら

　正
ま さ

和
か ず

 議員
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題
で
あ
る
。

導
入
の
課
題
は

問 

環
境
配
慮
型
栽
培
米
を

給
食
に
導
入
す
る
た
め
の
課

題
は
何
か
。

既
存
の
流
通
過
程
に
対
応

で
き
る
か
が
課
題

答 

教
育
長　

給
食
用
米
は

農
協
を
経
由
し
、
無
洗
米
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
流
通
過
程
に
乗
せ
る
こ
と

や
、
無
洗
米
に
加
工
す
る
手

段
が
課
題
で
あ
り
、
経
済
連

や
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

新
た
な
施
策
の
可
能
性
は

問 
有
機
米
の
栽
培
方
法
が

学
べ
た
り
、
有
機
農
法
チ
ャ

レ
ン
ジ
米
と
し
て
学
校
給
食

に
納
入
で
き
る
実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
で
き
な
い
か
。

担
当
者
任
命
も
視
野
に
検

討
し
た
い

答 

町
長　

こ
の
２
年
間
目

に
見
え
る
形
で
進
ん
で
は
い

な
い
。
担
当
職
員
を
任
命
し

な
い
と
集
団
的
な
農
地
を
確

保
し
な
が
ら
実
行
す
る
の
は

難
し
い
。
検
討
し
て
い
き
た

い
。

集
落
内
道
路
清
掃
へ
の
行

政
支
援
は
ど
う
か

問 

台
風
通
過
後
の
集
落
の

自
主
的
な
道
路
清
掃
へ
の
行

政
支
援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

新
た
な
支
援
制
度
は
考
え

て
い
な
い

答 

町
長　

住
民
の
皆
様
が

自
発
的
に
清
掃
活
動
を
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
行
政
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
が
ん
ば
る
地

域
応
援
交
付
金
の
地
域
美
化

清
掃
活
動
が
該
当
す
る
た
め
、

燃
料
代
等
へ
の
新
た
な
支
援

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

有
機
農
業
推
進
施
策
の

現
状
と
成
果
を
示
せ
。

講
演
会
等
実
施
し
た
が
有

機
農
家
戸
数
の
増
加
は
な
い

答 

町
長　

昨
年
度
、
宮
崎

県
綾
町
の
講
師
を
招
い
て
有

機
農
業
講
演
会
を
実
施
し
た
。

今
年
度
10
月
に
は
先
進
地
研

修
と
し
て
、
愛
媛
県
今
治
市

に
職
員
を
派
遣
し
た
。
現
在
、

環
境
配
慮
型
栽
培
に
取
り
組

む
米
農
家
は
3
戸
、
栽
培
面

積
は
５
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
る
が
、
既
存
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
施
策
の
結
果
増
え

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、

学
校
給
食
に
減※

農
薬
米
あ
る

い
は
特※

別
栽
培
米
を
導
入
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

学
校
給
食
へ
の
環
境
配
慮
型

栽
培
米
の
供
給
可
能
日
数
は

問 
学
校
給
食
米
を
賄
う
の

に
必
要
な
米
の
量
と
圃
場
面

積
は
ど
う
か
。
ま
た
現
状
、

生
産
さ
れ
て
い
る
環※

境
配
慮

型
栽
培
米
を
給
食
に
充
て
る

場
合
、
何
日
分
に
相
当
す
る

か
。

約
47
日
分
の
供
給
が
可
能

答 

町
長　

給
食
用
米
は
年

間
８
・
８
ト
ン
を
消
費
し
、

必
要
な
圃
場
面
積
は
１
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
現
在

栽
培
さ
れ
て
い
る
環
境
配
慮

型
栽
培
米
の
う
ち
、
固
定
顧

客
が
い
な
い
分
約
40
ア
ー
ル

で
、
約
47
日
分
の
供
給
が
可

能
。
全
量
供
給
は
今
後
の
課

有
機
農
業
推
進
施
策
の
進
捗
を
示
せ

学
校
給
食
へ
有
機
米
の
導
入
推
進

（第２回全国オーガニック給食フォーラム資料集より、本人作成）

第 2回全国オーガニック給食フォーラムを主催した茨城県常陸大宮市と本町の比較
常陸大宮市

（現在学校給食米の50％が有機のもの） 大崎町

学校給食に
必要な量

小中学校数 15校 7校
学校給食精米利用量 37t/ 年 8.8t/ 年
学校給食を完全有機米とする
ために必要な田んぼの面積 15.0ha 1.6ha

※年間の米飯給食日数 115日前後

現状
有機生産面積

（環境配慮型農法を含む） 3.9ha 5.1ha
（環境配慮型農法を含む）

有機生産者数
（環境配慮型農法を含む） 2 戸 3戸

※�

減
農
薬
米

　

 

通
常
と
比
べ
て
農
薬
の
使
用
量

を
減
ら
し
て
栽
培
さ
れ
た
米
。

※�

特
別
栽
培
米

　

 

農
水
省
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
て
、
農
薬
や
化
学
肥

料
の
使
用
量
を
半
分
以
下
に
抑

え
て
栽
培
さ
れ
た
米
。

※�

環
境
配
慮
型
栽
培
米

　

 

右
記
の
他
に
、
中
干
し
期
間
を

延
長
し
水
田
か
ら
排
出
さ
れ
る

メ
タ
ン
を
削
減
す
る
等
、
環
境

に
配
慮
し
た
方
法
で
栽
培
さ
れ

た
米
。

藤
ふ じ

田
た

　香
か

澄
す み

 議員
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問 

人
口
減
少
が
続
き
集
落

未
加
入
者
が
増
え
る
中
、
今

後
の
地
域
活
性
化
策
を
示
せ
。

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
検
討
し
て
い
る

答 

町
長　

菱
田
公
民
分
館

を
モ
デ
ル
地
区
に
、
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
検
討

し
、
自
治
公
民
館
を
包
括
的

に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
組
織
づ

く
り
を
分
館
と
協
議
し
て
い

る
。

高
齢
者
の
活
動
拠
点
の
考

え
は
な
い
か

問 

高
齢
者
の
活
動
拠
点
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

複
合
的
な
施
設
の
設
置
が

望
ま
し
い

答 

町
長　

将
来
的
に
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

対
策
も
踏
ま
え
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
集
え
る
複
合

的
な
施
設
の
設
置
が
望
ま
し

い
が
調
査
研
究
が
必
要
で
あ

る
。

子
ど
も
が
学
び
遊
べ
る
居

場
所
づ
く
り
は
ど
う
か

問 

子
ど
も
が
学
び
遊
べ
る

子
ど
も
の
居
場
所
、
子
ど
も

館
・
児
童
館
を
提
案
し
て
き

た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

新
た
な
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る

答 

町
長　
子
育
て
中
の
女
性

と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た

り
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
女
性
活

躍
推
進
会
議
な
ど
新
た
な
意

見
交
換
の
場
も
設
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。
高
齢
者
の
集
い

の
場
や
不
登
校
対
策
な
ど
も

絡
め
た
複
合
的
な
施
設
の
在

り
方
に
つい
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を

問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
を
つ
く
り
、
住
民
全
員

が
参
加
で
き
る
場
を
今
後
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
各
校
区
に
整
備
で
き

な
い
か
。

空
い
た
と
こ
ろ
を
活
用
す
る

答 

町
長　
各
公
民
分
館
に
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
と
い
う

の
は
、
現
実
的
に
は
難
し
い
。

空
い
た
と
こ
ろ
を
活
用
す
る

事
を
考
え
て
い
く
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開

設
時
間
の
統
一
を

問 

町
内
３
箇
所
の
資
源
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
設
時
間
は
、
日
曜
日

を
含
め
た
週
２
日
の
朝
８
時

か
ら
夕
方
５
時
な
ど
に
統
一

で
き
な
い
か
。

利
用
し
や
す
い
収
集
所
に

な
る
よ
う
努
め
る

答 

環
境
政
策
課
長　

ア
ン

ケ
ー
ト
や
デ
ー
タ
等
で
利
用

状
況
を
分
析
し
、
よ
り
住
民

が
利
用
し
や
す
い
収
集
所
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

工
夫
す
れ
ば
指
定
袋
は
い

ら
な
い
の
で
は

問 

姶
良
市
の
資
源
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

大
き
な
ネ
ッ
ト
の
中
に
ひ
っ

く
り
返
す
形
で
指
定
袋
が
い

ら
な
い
。
本
町
も
同
様
の
収

集
を
行
え
ば
無
駄
な
指
定
袋

が
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

出
し
方
の
利
便
性
に
努
め
る

答 

町
長　

集
積
所
で
の
指

定
袋
の
利
用
や
経
済
的
効
率

も
含
め
、
ご
み
出
し
の
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

今
後
の
地
域
活
性
化
の
考
え
は

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
検
討採銅所地域コミュニティ協議会（福岡県香春町）

指定袋不要の姶良市資源ごみステーション

児
こ

玉
だ ま

　孝
た か

德
の り

 議員
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問 

税
や
分
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
の
費
用
を
負
担

す
る
義
務
を
負
う
と
共
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に
受

け
る
権
利
を
持
つ
住
民
、
特

に
集
落
未
加
入
者
や
高
齢
者

に
平
等
に
情
報
提
供
さ
れ
て

い
る
か
。

課
題
が
あ
る
と
認
識

答 

町
長　

さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
使
っ
て
情
報
提
供
は

行
っ
て
い
る
。
異
な
る
年
齢

層
や
家
族
構
成
を
考
え
る
と
、

住
民
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
行
政
情
報
が
届
け
ら
れ
て

い
る
か
不
安
が
あ
る
。

「
あ
な
た
に
伝
え
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
必
要

問 

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
い
ず
れ
も
国
の
助
成

金
や
町
の
費
用
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
町
民

が
、
等
し
く
負
担
し
た
税
金

で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

情
報
が
行
き
届
く
よ
う
努
め
る

答 

町
長　

自
治
公
民
館
の

加
入
・
未
加
入
を
問
わ
ず
、

情
報
提
供
は
等
し
く
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
十
分
検
討
し
情

報
が
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
。

飼
料
高
騰
に
よ
る
生
産
農

家
へ
の
助
成
を
す
べ
き

問 

さ
ま
ざ
ま
な
物
が
高
騰
、

子
牛
価
格
も
約
２
割
程
下
が

り
農
業
資
材
、
配
合
飼
料

等
の
価
格
は
３
割
か
ら
４
割

上
昇
し
て
い
る
現
状
。
本
町

の
支
援
策
を
調
査
し
た
結
果
、

近
隣
市
町
に
あ
る
素
牛
導
入

補
助
金
が
市
場
で
本
人
と
し

た
場
合
の
助
成
が
本
町
で
は

対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
政
策
も
実
施
し
、
生

産
者
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

国
な
ど
の
助
成
金
を
基
に

助
成
制
度
を
進
め
る 

答 

町
長　

国
や
町
で
支
援

は
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
が

続
く
と
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
な
い
と
い
け
な
い
。
国
の

重
点
支
援
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
た
支
援
策
を
検
討
す
る
。

継
続
的
な
支
援
策
が
必
要

問 

若
い
経
営
者
と
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。「
現
金
に
よ

る
支
援
は
本
当
に
う
れ
し
い

が
継
続
し
た
支
援
策
も
考
え

て
ほ
し
い
」と
の
声
も
あ
る
。　

　

畜
産
農
家
の
持
つ
大
型
機

械
な
ど
の
利
用
頻
度
を
あ
げ

て
農
畜
連
携
や
耕
畜
連
携
を

進
め
、
継
続
支
援
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

考
え
る
べ
き
と
思
う

答 

町
長　

高
齢
者
の
経
営

者
で
大
型
機
械
な
ど
保
有
し

な
い
方
々
や
、
堆
肥
の
有
効

活
用
な
ど
大
切
で
あ
る
。
課

題
と
し
て
捉
え
検
討
す
る
。

農
作
物
や
牧
草
地
に
お
け

る
有
害
鳥
獣
対
策
は

問 

価
格
高
騰
の
影
響
を
抑

え
る
た
め
の
牧
草
や
農
作
物

に
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害

が
多
く
出
て
い
る
。
１
年
か

け
て
作
っ
た
も
の
が
一
夜
で

無
駄
に
な
る
。
住
民
か
ら
は

早
急
な
対
策
と
捕
獲
動
物
の

有
効
活
用
も
問
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
食
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

検
討
し
進
め
て
い
く

答 

町
長　

本
町
で
の
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
状
況
は
か

な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
る
事

は
認
識
し
て
い
る
。
町
独
自

の
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
隊
が

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
提
案

の
あ
る
国
・
県
の
助
成
対
象

で
あ
る
条
例
制
定
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
実
施
隊
の
設
置
は
担

当
課
と
も
協
議
し
進
め
て
い

く
。　

住
民
へ
の
情
報
は
平
等
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

情
報
共
有
に
不
安
と
課
題
が
あ
る

全世帯

外
国
人

高
齢
者

集
落
未
加
入

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

R2 R3 R4 R5 R6

町内世帯数調べ（行政データより本人作成）

80

90

100

110

120

130

140

150

R 2 R 3 R4 R5 R6

農業資材に関する調査（国のデータを基に本人作成）

飼料価格

生産資材価格

畜産用動物価格

中
な か

山
や ま

　美
み

幸
ゆ き

 議員
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問 

国
県
の
圃
場
整
備
事
業

の
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
こ

れ
ま
で
地
域
農
業
を
支
え
て

き
た
小
規
模
な
耕
作
者
へ
の

配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

　

規
定
面
積
に
満
た
な
い
個

別
畦
畔
設
置
は
、
耕
作
者
で

は
な
く
自
治
体
で
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

実
態
を
報
告
し
協
議
す
る

答 

町
長　

県
に
実
態
を
報

告
し
、
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

期
間
を
短
縮
で
き
な
い
か

問 

工
期
が
複
数
年
に
わ
た

る
と
、
換
地
の
状
況
に
よ
り

個
人
の
耕
作
面
積
に
変
動
が

出
て
く
る
。
不
公
平
感
を
解

消
す
る
た
め
に
工
事
期
間
を

短
縮
で
き
な
い
か
。

県
と
協
議
す
る

答 

町
長　

必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
予
算
の
関
係

も
あ
る
の
で
県
と
協
議
す
る
。

整
備
事
業
を
さ
ら
に
促
進

す
べ
き
で
は
な
い
か

問 

近
隣
と
同
等
の
圃
場
整

備
率
に
す
る
た
め
に
は
と
て

も
長
い
年
月
が
か
か
る
。
他

の
国
県
事
業
と
組
み
合
わ
せ
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
整
備

事
業
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

協
議
の
場
で
要
望
し
て
い
く

答 

町
長　

国
会
議
員
と
の

意
見
交
換
の
場
で
、
基
盤
整

備
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
と
の
意
見
を
述
べ
た
。

　

県
の
負
担
も
あ
る
の
で
協

議
の
場
で
要
望
し
て
い
く
。

不
在
地
主
に
係
る
現
状
は

問 
本
年
４
月
に
相
続
登
記

の
義
務
化
が
始
ま
っ
た
。
不

在
地
主
に
係
る
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

答 

町
長　

不
在
地
主
や
空

き
家
等
が
増
加
し
て
お
り
、

公
共
事
業
や
生
活
環
境
面
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

生
じ
て
い
る
。

　

農
地
に
お
い
て
は
、
効
率

的
な
集
積
が
難
し
く
、
最
終

的
に
は
荒
廃
化
す
る
要
因
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

町
税
徴
収
へ
の
影
響
は

問 

相
続
放
棄
や
数
代
に
わ

た
っ
て
相
続
が
な
さ
れ
ず
、

所
有
者
不
明
の
土
地
な
ど
も

出
て
き
て
い
る
と
思
う
。
町

税
徴
収
へ
の
影
響
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

苦
慮
す
る
事
案
が
増
え
て

い
る

答 

税
務
課
長　

納
税
義
務

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は

相
続
人
調
査
が
必
須
と
な
る

が
、
相
当
な
時
間
と
労
力
を

要
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
相
続
人
が
い
な

い
場
合
や
、
存
在
し
て
も
全

員
が
相
続
放
棄
を
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
賦
課
徴
収
に
苦

慮
す
る
事
案
が
増
え
て
い
る
。

相
談
窓
口
の
開
設
と
さ
ら

に
周
知
を
は
か
る
べ
き

問 

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
の
開
設
と
、
本
制
度
の
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
な
ど
で
、
町
外
県
外
の

方
々
も
含
め
周
知
を
は
か
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

担
当
課
長
と
協
議
を
し
て

い
く

答 

町
長　

各
種
事
業
を
進

め
て
い
く
上
で
非
常
に
大
き

な
課
題
な
の
で
、
担
当
課
長

と
協
議
を
し
て
い
く
。

水
田
基
盤
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
化
を

協
議
の
場
で
要
望
し
て
い
く

水田区画整備事業（益丸地区 )

町内在住 町外在住 相続未登記

57.6 28.7 13.7

（令和6年度　納税義務者）％

町内在住 町外在住 相続未登記

51 35 14

（令和3年度　農地所有者）％

中
な か

倉
く ら

　広
ひ ろ

文
ふ み

 議員
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『住民と議会と語る会』

開催日　令和６年10月31日（木）
場　所　そお鹿児島農協大崎支店
　　　　大ホール

開催日　令和６年11月12日（火）
場　所　大丸地区農業構造改善
　　　　センター

問�　経営支援交付金が始まったが、今年だけの交付なのか、来年も続くのか。
答　�今後の状況を注視し、今後の予算編成に反映させるため執行部に提言していく。
問�　経営支援交付金を自家保留牛にも対象を広げてほしい。
答　�販売に至らなくてもかかる経費は同じであるため、農家の困窮している現状を担当課へつなぐ。
問�　役場の技術者を増やしてほしい。
答　重要な要望として正面から受け止め、今後議員間でも検討し要望する。
問�　イノシシ等の有害鳥獣駆除対策強化をお願いできないか。
答　猟友会の会員も高齢化しており、担当課に対策を強化するよう提言していく。

問�　楽天ふるさと納税クラウドファンディングにおける「大崎町うなぎ資源循環プロジェクト」
について、この寄附金は歳入で入っているはずだが、議会での審議はどうか。
答�　決算審査では、全体の額としての給付金総額と基金積み立てなど、そういったことについて

審査を行っている。
問�　自治体が抱える問題解決のため寄附金の使途を具体的にプロジェクト化するためのガ
バメントクラウドファンディング「大崎町うなぎ資源循環プロジェクト」募集については、
使い道が具体的になっていない。寄附者に対し、実に失礼だと思うがどうか。
答�　皆様方の声をお聞きするプロジェクトを編成して、その声を十分尊重しながら、この使い道に

ついてご理解をいただきたいという内容で、町長からの返答があった。
問�　ふるさと納税の使い道について、議会と一緒になり考えるべきではないか。
答　�基金に積み立てないで使ってほしい旨執行部には度々要望している。
問�　SDGｓ推進協議会の事務局を担う合作株式会社は、どのような仕事をしているのか。
答　�業務は多岐に渡るが、企業に対してふるさと納税を獲得していくための寄附営業等をしている。

大崎町内水面
採捕種苗組合

大崎町和牛部会
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政 策 提 言 書
1　ゴミ問題及び交通弱者対策の充実強化
　・�資源ゴミ収集及びリサイクルについては、実態を十分に把握し、住民負担軽減対策
強化を図ること。

　・�交通弱者については、対象者の移動手段確保、道路整備及び街路灯設置の推進を図
ること。

2　子どもたちが楽しんで学べる環境の強化
　・子どもたちが楽しめるイベントや遊びの場の充実を図ること。
　・学習環境の充実と、学校の避難所としての活用も考慮し、空調設備を整備すること。
3　農業振興及び有害鳥獣対策の充実強化
　・�畜産振興については、自家保留された方へも町単独予算による支援を検討すること。
さらに指導体制の強化を図ること。

　・�本町における産業の形態及び経営状況を把握され、独自の支援策など農林業の発展
に継続して寄与する施策を検討すること。

　・�有害鳥獣対策については、ワイヤーメッシュ設置に対する町単独予算の支援を検討
すること。

4　内水面採捕種苗対策での環境対策や資源保護施策の充実
　・�河川・海岸等の環境保全対策強化に努めること。
　・�シラスウナギ放流事業については、内水面採捕種苗組合との協議を図り、補助金増
額について検討すること。

5　消防団活動支援対策の強化
　・�消防分団活動の充実を図るため、各消防分団運営補助金の拡充に努めること。
　・�各消防分団の能力・体制強化を図るため、団員確保や資機材等の充実強化に努める
こと。

6　その他留意点
　・�廃校となった学校跡地については、町及び地域活性化の観点から早急な対策を講じ
ること。

　・�益丸プール及び周辺施設の整備については、移住
定住及び交流人口の拡大並びに利用者の安全性を
考慮した遊具設置及び衛生管理に努めること。

　・�ガバメントクラウドファンディングについては、
関係者との協議を図り目的に沿った運用に努める
こと。

　・�本町施策について適切な情報公開に努め、多様な
媒体を活用し住民及び議会等への周知徹底を図る
こと。

　大崎町議会では、12月 2日、議会
報告会等で意見のあった項目につい
て取りまとめた提言書を議長名で東
町長へ提出しました。下記のとおり
政策提言書の項目を紹介します。

政策提言を
町長へ提出

議会と執行部と協議中

○　おおさき議会だよりNo.17415



　
新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た
地
域
の

皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
に
は
県
内
各

地
で
猛
暑
が
続
き
、
農
作
物
へ
の
影
響
や
熱
中
症
対
策
な
ど
生
活

に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
に
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
大
規
模
な
地
震
が

発
生
し
、
本
町
に
お
い
て
も
震
度
５
強
を
観
測
、
初
め
て
南
海
ト

ラ
フ
臨
時
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
観
点
か
ら
も
、
改
め
て
防
災
に
対
す
る
重
要
性
を
痛
感
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
、
町
民
代
表
の
議
事
機
関
と
し
て
、
人
口
減
少

問
題
、
防
災
・
減
災
、
地
域
活
性
化
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
政
策
提
言
等
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
　
崎
　
町
　
議
　
会

明けましておめでとうございます
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P ick UpP ick Up

中
山
議
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

の
場
と
し
て
大
崎
町
を
選
ば
れ

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
邉
さ
ん

　

私
の
出
身
は
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
母
の
故
郷
の
日
本

に
来
て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
通
じ

て
地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
が
活い

か
せ
る
と

思
い
大
崎
町
を
選
び
ま
し
た
。

中
山
議
員

　

ど
の
よ
う
に
わ
が
町
に
貢
献

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

渡
邉
さ
ん

　

今
年
の
夏
、
父
の
出
身
地
で
あ

る
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
町
に
招
く

合
宿
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
の

魅
力
を
海
外
に
発
信
し
国
際
交

流
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
音
楽
や
料
理
を
通
じ

た
交
流
も
考
え
て
い
て
、
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
ジ
ャ
ー
ク
チ

キ
ン
な
ど
の
料
理
を
取
り
入
れ
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
海
外
の
文

化
を
大
崎
町
の
方
々
に
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

海
外
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
大

崎
町
に
新
た
な
価
値
観
を
提
供

し
て
い
き
た
い
で
す
。

中
山
議
員

　

大
崎
町
に
は
ど
の
よ
う
な
魅

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

渡
邉
さ
ん

　

日
本
の
地
方
特
有
の
文
化
や

歴
史
、
自
然
が
魅
力
的
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
よ
う
な
都
会
で
は
な

く
伝
統
的
な
日
本
の
生
活
を
体

験
で
き
る
点
が
す
ば
ら
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

中
山
議
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
任
期
終
了
後
の
計
画
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

渡
邉
さ
ん

　

３
年
間
の
任
期
終
了
後
は
、

カ
ナ
ダ
に
戻
り
弁
護
士
の
勉
強

を
再
開
す
る
予
定
で
す
。
将
来

的
に
は
日
本
語
と
英
語
を
生
か

し
た
国
際
弁
護
士
と
し
て
活
動

し
、
ま
た
い
つ
か
は
大
崎
町
に
戻

り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
。

中
山
議
員

　

今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

渡
邉
さ
ん

　

大
崎
町
で
は
、
町
内
に
住
む

同
世
代
と
の
交
流
の
場
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
交
流
の
場
が
よ
り

充
実
す
る
こ
と
で
、
今
後
ま
す
ま

す
町
が
活
性
化
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

◆
渡
邉
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
崎
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
崎
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

渡
邉
渡
邉  

南
海
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

南
海
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
交
流
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
交
流
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

大崎町地域おこし協力隊大崎町地域おこし協力隊

渡渡
わたわた

邉邉
なべなべ

　　南南
みなみみなみ

海海　　さんさん
広報広聴常任委員会委員広報広聴常任委員会委員

中中
なかなか

山山
やまやま

　　美美
みみ

幸幸
ゆきゆき
　　議員議員

ビーチバレーを通じ
国際交流を目指す

○　おおさき議会だよりNo.17417



町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

富
重　

幸
博

　

節
分
も
終
わ
り
、
春
の
息
吹

を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

十
二
月
議
会
に
お
い
て
は
、

住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で

き
る
た
め
の
政
策
が
数
多
く
提

案
さ
れ
、
我
々
議
会
も
、
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
提
案
さ

れ
た
案
件
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
議
論
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
き

ま
し
て
も
見
や
す
く
、
読
み
や

す
い
誌
面
を
心
が
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
よ
り
良
い
誌
面

づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
議
会
活
動
に
際
し
ま

し
て
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。  　
（
吉
原　

信
雄
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

吉
原　

信
雄

　

副
委
員
長　

岡
元　

修
一

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

鷲
東　

慎
一

　

委　
　

員　

草
原　

正
和

　

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
よ
う
と
決
め

た
の
は
、
Ｆ
Ｍ
お
お
さ
き

で
の
何
気
な
い
会
話
か
ら

だ
っ
た
。そ
の
後
鹿
児
島
、

宮
崎
、
熊
本
な
ど
近
隣
で

の
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
実
際

見
に
行
き
、
実
行
委
員
の

方
々
に
話
を
聞
い
て
勉
強

し
、
動
き
出
し
た
の
は
新

年
度
に
な
っ
て
か
ら
。
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
と
合
わ

せ
て
開
催
し
た
い
と
町

長
に
相
談
し
案
内
状
を
作

成
、
南
大
隅
町
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
に
配
っ
て
回
っ

た
。

　

仕
事
や
農
作
業
の
合
間

を
ぬ
っ
て
よ
う
や
く
９
月

か
ら
本
格
的
に
活
動
で

き
、
経
費
の
計
算
を
し
つ

つ
協
賛
金
を
集
め
た
。
資

金
不
足
で
思
い
描
く
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
の
か
…
と
い

う
不
安
の
な
か
、
フ
ェ
ス

タ
開
催
前
日
ま
で
協
賛
金

を
集
め
て
回
っ
た
が
、
地

元
企
業
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
町
の
補
助
金
の
お

か
げ
で
な
ん
と
か
資
金
と

エ
ン
ト
リ
ー
車
は
確
保
で

き
た
。

　

し
か
し
、
宣
伝
と
い
え

ば
ポ
ス
タ
ー
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

み
で
実
際
に
人
が
集
ま
る

か
不
安
だ
っ
た
が
、
参
加

者
の
方
々
が
宣
伝
拡
散
に

協
力
し
て
く
だ
さ
り
助
か

っ
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

も
遅
れ
た
が
、
ぎ
り
ぎ
り

前
日
に
届
き
開
催
当
日
の

朝
、
本
部
で
仕
上
げ
つ
つ

受
付
し
た
。
開
催
前
日
に

案
内
看
板
、
横
断
幕
を
作

り
開
催
前
日
ま
で
は
実
質

３
人
で
運
営
し
開
催
当
日

は
前
の
勤
務
先
の
同
僚
に

応
援
を
も
ら
っ
た
。
入
場

の
際
に
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も

発
生
し
た
が
、
ど
う
に
か

形
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
後

援
や
協
賛
金
集

め
と
苦
労
は
多
か

っ
た
が
、
お
か
げ

様
で
約
３
０
０
０

人
が
来
場
と
い
う

大
盛
況
に
終
わ
っ

た
。
後
に
近
隣
の

飲
食
店
も
賑
わ
い

経
済
効
果
も
大
き

か
っ
た
と
聞
い

た
。

　

次
回
開
催
を
望

む
声
も
多
く
、
今
年
は
11

月
30
日（
日
）
の
開
催
を

目
指
し
動
き
始
め
て
い

る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
か
ら

町
を
元
気
に
し
た
い
！
そ

の
想
い
だ
け
で
駆
け
抜
け

た
が
、
益
々
そ
の
想
い
は

強
く
な
っ
た
。
ひ
と
り
の

力
だ
け
で
は
で
き
な
い

が
、
ぜ
ひ
町
民
の
方
々
を

は
じ
め
行
政
に
も
協
力
を

強
く
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

私
の
想
い

私
の
想
い

大
崎
で
や
り
た
か
っ
た
フ
ェ
ス
タ
開
催

オールドカーフェスタ
実行委員会�実行委員長

西
にし

山
やま

　忠
ただ

義
よし
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